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馬
承
源
主
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
六
）
』
（
上
海
古

籍
出
版
社
こ
一

0
0
七
年
七
月
）
に
は
、
『
天
子
建
州
』
と
命
名
さ

れ
た
文
献
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
『
天
子
建
州
』
は
甲
本
と
乙
本
が

存
在
す
る
。
甲
本
の
側
は
竹
簡
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
て
、
十
三
簡

で
あ
る
。
乙
本
の
側
は
、
第
十
二
簡
と
第
十
三
簡
が
失
わ
れ
て
い

て
、
残
存
す
る
の
は
十
一
簡
で
あ
る
。
竹
簡
の
両
端
は
甲
乙
本
と

も
平
斉
。
も
と
も
と
の
篇
題
は
な
く
、
冒
頭
の
句
か
ら
「
天
子
建

州
」
と
命
名
さ
れ
た
。

甲
本
十
三
簡
中
の
九
簡
に
わ
た
っ
て
、
簡
首
に
一
字
な
い
し
二

字
の
欠
失
部
分
が
見
ら
れ
る
が
、
乙
本
に
よ
っ
て
す
べ
て
補
え
る

の
で
、
テ
キ
ス
ト
は
完
全
に
復
元
で
き
て
い
る
。
甲
本
全
体
の
文

字
数
は
合
文
を
含
め
て
四
〇
七
字
で
、
簡
長
は
約
四
十
六
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
一
簡
当
た
り
の
文
字
数
は
三
十
二
字
前
後
で
あ
る
。

『
天
子
建
州
』
の
解
釈

上
博
楚
簡

『
天
子
建
州
』

第
十
簡
の
途
中
に
篇
末
を
示
す
墨
鉤
が
あ
り
、

な
っ
て
い
る
。

『
天
子
建
州
』
は
、
釈
文
を
担
当
し
た
曹
錦
炎
氏
が
『
大
戴
礼

記
』
礼
三
本
篇
と
の
密
接
な
関
係
を
指
摘
す
る
よ
う
に
、
基
本
的

に
は
礼
に
関
す
る
儒
家
の
文
献
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
『
天
子
建

州
』
の
中
に
は
、
礼
と
の
直
接
的
関
係
を
把
握
し
が
た
い
特
異
な

部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
小
論
で
は
、
こ
の
異
質
な
部
分

が
全
体
の
中
で
い
か
な
る
位
置
を
占
め
て
い
る
の
か
を
考
察
し
て

み
た
い
。

内
容
の
検
討
に
先
立
ち
、
先
ず
『
天
子
建
州
』
の
原
文
と
筆
者

の
解
釈
を
示
し
て
置
く
。
[
]
で
示
し
た
の
は
、
釈
文
が
乙
本
に

よ
っ
て
補
っ
た
文
字
で
あ
る
。
ま
た
私
見
に
よ
り
文
字
を
改
め
た

箇
所
が
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
『
天
子
建
州
』
は
、
テ
キ
ス
ト

が
完
全
に
復
元
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
書
き
下
し
と
現
代
語
訳
の

部
分
は
、
内
容
の
ま
と
ま
り
に
よ
っ
て
、
全
体
を
十
三
章
に
分
け

に
お
け
る
北
斗
と
日
月

『
戦
国
楚
簡
研
究

2
0
0
 
7
』
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号
〈
総
四
十
五
号
〉
）

平
成
十
九
年
十
二
月
二
七
ー
四
三
頁

以
下
は
留
白
と

浅

野

裕

(27) 



て
示
す
こ
と
と
し
た
。

[
凡
]
天
子
建
之
以
州
、
邦
君
建
之
以
都
、
大
夫
建
之
以

里
、
士
建
之
以
室
。
凡
天
子
七
世
、
邦
君
五
」
（
1
）
[
世
‘

大
夫
]
三
世
、
士
二
世
。
士
為
大
夫
之
立
身
不
字
、
大
夫

為
邦
君
之
立
身
不
字
、
邦
君
為
天
子
之
」

(

2

)

[

立
]
身

不
字
。
祠
者
義
之
兄
也
。
祠
之
於
戸
廟
也
、
不
精
為
精
、

不
美
為
美
。
義
反
之
、
精
総
不
」

(
3
)
精
、
美
為
不
美
。

故
亡
帽
大
磨
‘
亡
義
大
諮
。
刑
屯
用
情
邦
喪
、
屯
用
物
邦

喪
。
必
中
情
以
羅
於
」

(
4
)

物
、
幾
殺
而
邦
正
。
文
陰
而

武
陽
。
信
文
得
吏
、
信
武
得
田
。
文
徳
治
、
武
徳
伐
、
文

生
武
殺
。
日
月
得
其
」

(
5
)
央
、
根
之
以
玉
斗
戟
陳
剖
（
汁
ー
）

亡
。
梨
手
行
身
(ii
ど
和
二
、
一
喜
一
怒
。
天
子
坐
以
矩
、

食
以
宜
、
立
以
縣
、
行
以
」

(

6

)

[

璧
°
視
]
侯
量
顧
還

身
、
諸
侯
食
同
状
。
視
百
正
顧
還
啓
、
輿
卿
大
夫
同
恥
度
。

士
視
、
目
恒
顧
還
」

(

7

)

[

面
]
。
不
可
以
不
聞
恥
度
、

民
之
儀
也
。
凡
天
子
禽
餓
、
邦
君
食
濁
、
大
夫
承
薦
、
士

受
餘
。
天
子
四
辟
」

(

8

)

[

筵
]
席
、
邦
君
三
辟
、
大

夫
二
辟
、
士
一
辟
。
事
鬼
則
行
敬
‘
懐
民
則
以
徳
、
削
刑

則
以
哀
。
朝
不
語
内
。
貢
」

(

9

)

[

不
語
]
戦
°
在
道
不

語
匿
。
虜
政
不
語
梨
。
尊
俎
不
誓
事
。
緊
衆
不
語
逸
。
男

女
不
語
獨
゜
朋
友
不
」

(

1

0

)

[

語
分
]
°
臨
食
不
語
悪
。

臨

拇

不

不

不

不

言

抜

、

故

亀

有

五

臨

城

不

」

(11)

毀
、
観
邦
不
言
喪
。

故
見
謁
而
総
之
祈
、
見
突
而
為
之
内
。
時
言
而
世
行
、
因

徳
而
為
之
折
、
是
謂
」

(12)
中
。
不
緯
所
不
教
於
師
者
三
。

強

行

。

忠

謀

。

此

所

不

教

於

師

也

L

o
」
(13)

凡
そ
天
子
は
之
を
建
つ
る
に
州
を
以
て
し
、
邦
君
は
之
を

建
つ
る
に
都
を
以
て
し
、
大
夫
は
之
を
建
つ
る
に
里
を
以

て
し
、
士
は
之
を
建
つ
る
に
室
を
以
て
す
。
凡
そ
天
子
は

七
世
、
邦
君
は
五
世
、
大
夫
は
三
世
、
士
は
二
世
な
り
。

士
は
大
夫
の
立
身
の
為
に
字
せ
ず
、
大
夫
は
邦
君
の
立
身

の
為
に
字
せ
ず
、
邦
君
は
天
子
の
立
身
の
為
に
字
せ
ず
。

（
第
一
章
）

礼
と
は
義
の
兄
な
り
。
礼
の
戸
廟
に
於
け
る
や
、
精
な
ら

ざ
る
は
精
と
為
り
、
美
な
ら
ざ
る
は
美
と
為
る
。
義
は
之

お
さ

に
反
し
、
精
は
精
な
ら
ざ
る
を
為
め
、
美
は
美
な
ら
ざ
る

を
為
む
。
故
に
礼
亡
け
れ
ば
大
い
に
廃
せ
ら
れ
、
義
亡
け

れ
ば
大
い
に
諮
ら
る
。
（
第
二
章
）

刑
屯
な
情
を
用
う
れ
ば
邦
喪
ぶ
。
屯
な
物
を
用
う
れ
ば
邦

之

"

”

さ

っ

i
こ

と

あ

つ

つ

喪
ぶ
。
必
ず
情
に
中
て
て
以
て
物
を
羅
む
。
殺
く
を
幾
す

わ
さ

れ
ば
而
ち
邦
正
ま
る
。
（
第
三
章
）

J
t
 

文
は
陰
に
し
て
武
は
陽
な
り
。
文
を
信
い
て
吏
を
得
、
武
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武
徳
は
伐
ち
、

文

を
信
い
て
田
を
得
る
。
文
徳
は
治
め
、

は
生
じ
武
は
殺
す
。
（
第
四
章
）
も

と

い

い

た

あ

ら

日
月
は
其
の
央
を
得
る
も
、
之
に
根
す
る
に
玉
斗
の
戟
り
陳

き

つ

か

さ

ピ

-
}
，
ご
3

}

＇z

わ
れ
刻
く
亡
ゆ
る
を
以
て
す
。
行
身
を
手
る
を
楽
し
み
て

ニ
を
和
し
、
一
と
き
は
喜
び
一
と
き
は
怒
る
。
（
第
五
章
）

天
子
は
坐
す
る
に
矩
を
以
て
し
、
食
す
る
に
宜
を
以
て
し
、

立
つ
に
縣
を
以
て
し
、
行
く
に
璧
を
以
て
す
。
侯
を
視
る

に
は
顧
み
て
身
を
還
す
を
批
り
、
諸
侯
と
食
す
る
と
き
も

J
9
 

状
を
同
じ
う
す
。
百
正
を
視
る
に
は
顧
み
て
臼
を
還
し
、

卿
大
夫
と
与
に
す
る
に
も
恥
度
を
同
じ
う
す
。
士
を
ば
視

る
に
は
、
目
は
恒
に
し
て
顧
み
て
面
を
還
す
。
以
て
恥
度

を
間
か
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
は
、
民
の
儀
な
れ
ば
な
り
。
（
第

六
章
）

凡
そ
天
子
の
禽
餓
す
る
に
、
邦
君
は
濁
を
食
し
、
大
夫
は

閲
を
承
け
、
士
は
餘
を
受
く
。
（
第
七
章
）

天
子
は
四
辟
の
筵
席
に
し
て
、
邦
君
は
三
辟
、
大
夫
は
二

辟
、
士
は
一
辟
な
り
。
（
第
八
章
）

鬼
に
事
う
る
に
は
則
ち
敬
を
行
い
、
民
を
懐
く
る
に
は
則

ち
徳
を
以
て
し
、
刺
刑
に
は
則
ち
哀
を
以
て
す
。
（
第
九
章
）

朝
に
は
内
を
語
ら
ず
‘
貢
に
は
戦
を
語
ら
ず
。
道
に
在
り

て
は
匿
を
語
ら
ず
。
政
に
処
り
て
は
楽
を
語
ら
ず
。
尊
俎

に
は
誓
事
せ
ず
。
衆
を
緊
む
る
に
は
逸
を
語
ら
ず
。
男
女

食
に
臨
む

に
は
独
を
語
ら
ず
。
朋
友
に
は
分
を
語
ら
ず
。

に
は
悪
を
語
ら
ず
。
（
第
十
章
）

ら
t
う
拇
に
臨
む
に
乱
を
言
わ
ず
、
寝
を
言
わ
ず
、
滅
を
言
わ
ず
、

抜
を
言
わ
ず
、
短
を
言
わ
ず
。
故
に
亀
に
五
忌
有
り
。
（
第

十
一
章
）

城
に
臨
む
に
は
毀
を
言
わ
ず
、
邦
を
観
る
に
は
喪
を
言
わ

ず
。
故
に
謁
を
見
て
は
而
ち
之
れ
が
祈
を
為
し
、
突
を
見

て
は
而
ち
之
れ
が
内
る
を
為
す
。
時
あ
り
て
言
わ
ば
而
ち

世
行
わ
れ
、
徳
に
因
り
て
之
れ
が
折
を
為
す
は
、
是
を
中

と
謂
う
。
（
第
十
二
章
）

師
に
教
え
ら
れ
ざ
る
所
に

行
う
。
忠
よ
り
謀
る
。
言

れ
ざ
る
所
な
り
。
（
第
十
一
―

第
一
章天
子
は
（
天
下
全
体
に
）
州
を
設
置
し
、
国
君
は
都
邑
を

建
設
し
、
大
夫
は
里
邑
を
建
設
し
、
士
は
家
室
を
構
え
る
。

天
子
は
七
世
の
祖
先
神
を
宗
廟
で
祭
祀
し
、
国
君
は
五
世

の
祖
先
神
を
、
大
夫
は
三
世
の
祖
先
神
を
、
士
は
二
世
の

祖
先
神
を
祭
祀
す
る
。
士
は
大
夫
の
子
弟
が
二
十
歳
で
加

冠
の
儀
式
を
行
う
と
き
に
、
字
の
名
付
け
親
に
は
な
ら
な

い
。
大
夫
は
国
君
の
子
弟
の
名
付
け
親
に
は
な
ら
な
い
。

る
者
三
あ
り
。
強
め
て

に
す
。
此
れ
師
に
教
え
ら

(29) 



第
二
章礼
は
義
よ
り
も
上
位
に
あ
る
。
宗
廟
に
お
け
る
礼
の
働
き

は
、
精
粋
で
な
い
も
の
を
も
精
粋
に
し
、
純
美
で
な
い
も

の
を
も
純
美
に
す
る
。
義
は
こ
れ
と
は
逆
で
、
精
粋
に
よ

っ
て
精
粋
で
な
い
も
の
を
抑
制
し
、
純
美
に
よ
っ
て
純
美

で
な
い
も
の
を
抑
制
す
る
。
そ
こ
で
礼
が
無
け
れ
ば
宗
廟

の
祭
祀
は
大
い
に
廃
れ
て
し
ま
い
、
義
が
無
け
れ
ば
宗
廟

の
祭
祀
が
で
た
ら
め
だ
と
大
い
に
責
め
ら
れ
る
C

第
三
章刑
罰
が
こ
と
ご
と
く
情
実
に
流
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
国
家

は
滅
亡
す
る
。
す
べ
て
財
貨
に
よ
る
贖
刑
で
済
ん
で
し
ま

え
ば
、
国
家
は
や
は
り
滅
亡
す
る
。
必
ず
真
実
を
究
め
る

や
り
方
で
こ
そ
、
万
事
を
網
羅
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
冗

費
の
削
除
に
明
察
で
あ
れ
ば
、
国
家
は
き
ち
ん
と
治
ま
る
。

第
四
章文
は
陰
で
武
は
陽
で
あ
る
。
文
を
用
い
て
官
僚
と
な
る
人

材
を
獲
得
し
、
武
を
用
い
て
農
地
を
獲
得
す
る
。
文
の
徳

は
安
寧
に
統
治
し
、
武
の
徳
は
敵
を
討
伐
し
、
文
は
生
育

国
君
は
天
子
の
子
弟
の
名
付
け
親
に
は
な
ら
な
い
。

第
五
章太
陽
と
月
は
そ
の
時
々
に
適
正
な
真
東
と
真
西
の
位
置
を

獲
得
す
る
が
、
そ
の
運
行
は
北
斗
七
星
の
出
現
や
消
滅
に

基
づ
い
て
い
る
。
北
斗
は
太
陽
と
月
の
運
行
を
主
宰
す
る

の
を
楽
し
み
な
が
ら
、
太
陽
と
月
の
位
置
を
調
和
さ
せ
、

あ
る
と
き
は
喜
び
、
あ
る
と
き
は
怒
る
。

第
六
章天
子
は
玉
座
に
矩
の
よ
う
に
直
角
に
座
り
、
飲
食
は
ほ
ど

ほ
ど
に
控
え
、
立
つ
と
き
は
垂
直
線
の
よ
う
に
直
立
し
、

出
御
の
と
き
に
は
璧
を
帯
び
る
。
参
集
し
た
諸
侯
を
閲
覧

す
る
と
き
に
は
、
立
ち
位
置
を
変
え
て
身
体
を
左
右
に
旋

回
さ
せ
て
見
渡
す
よ
う
に
し
、
諸
侯
と
飲
食
す
る
と
き
に

も
同
じ
よ
う
に
し
て
見
渡
す
。
百
官
の
長
を
親
閲
す
る
と

き
に
は
、
左
右
の
脚
を
交
互
に
移
動
さ
せ
て
見
渡
し
、
卿
・

大
夫
の
場
合
も
栄
辱
の
標
準
を
（
百
官
の
長
と
）
同
じ
に

す
る
。
士
を
観
閲
す
る
と
き
に
は
、
視
線
を
一
定
に
保
ち

な
が
ら
、
顔
だ
け
を
旋
回
さ
せ
る
。
栄
辱
の
標
準
を
知
ら

な
い
わ
け
に
は
行
か
な
い
と
言
う
の
は
、
そ
れ
が
民
も
従

う
べ
き
基
準
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
武
は
刑
殺
す
る
。

(30) 



第
七
章お
よ
そ
天
子
が
田
猟
の
獲
物
を
振
る
舞
っ
て
宴
席
を
設
け

る
と
き
に
は
、
国
君
は
煮
炊
き
し
た
鼎
か
ら
直
接
取
っ
て

鼎
食
し
、
大
夫
は
器
皿
に
取
り
分
け
て
胞
め
ら
れ
た
料
理

を
飲
食
し
、
士
は
そ
の
余
り
物
を
受
け
取
る
。

第
八
章天
子
は
四
枚
重
ね
の
筵
席
を
用
い
、
国
君
は
三
枚
重
ね
、

大
夫
は
二
枚
重
ね
、
士
は
一
枚
だ
け
の
筵
席
を
使
用
す
る
。

第
九
章鬼
神
に
お
仕
え
す
る
に
は
敬
意
を
払
い
、
民
衆
を
懐
柔
す
る

に
は
恩
徳
を
施
し
、
肉
刑
の
執
行
に
は
哀
悼
の
意
を
表
す
。

第
十
章朝
廷
で
執
務
し
て
い
る
と
き
は
私
事
を
語
ら
な
い
。
朝
貢

の
場
で
は
戦
争
を
話
題
に
は
し
な
い
。
道
路
を
進
む
と
き

に
は
機
密
事
項
の
話
は
し
な
い
。
政
務
を
執
っ
て
い
る
と

き
に
は
、
音
楽
や
女
色
を
話
題
に
し
な
い
。
宴
会
の
席
で

は
誓
い
を
立
て
る
話
を
持
ち
出
さ
な
い
。
群
衆
が
集
う
会

合
で
は
、
過
失
を
咎
め
る
話
は
し
な
い
。
男
女
が
同
席
す

る
場
で
は
、
離
別
し
て
孤
独
に
な
る
話
題
は
避
け
る
。

友
と
交
わ
る
場
で
は
、
袂
を
分
か
つ
話
は
し
な
い
。

の
席
で
は
、
食
物
の
好
き
嫌
い
を
口
に
し
な
い
。

飲
食朋

第
十
一
章

亀
卜
に
際
し
て
は
、
占
う
前
に
騒
乱
・
秘
事
・
滅
亡
•
選
抜
•
欠

陥
な
ど
を
口
に
し
な
い
。
だ
か
ら
亀
卜
に
は
五
種
類
の
禁
忌

が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

第
十
二
章
城
邑
を
訪
れ
た
際
に
は
、
破
却
を
口
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

国
家
を
観
察
し
た
際
に
は
、
滅
亡
を
話
題
に
し
て
は
な
ら

な
い
。
道
端
で
の
祭
り
を
見
か
け
た
と
き
に
は
、
立
ち
止

ま
っ
て
そ
の
神
に
祈
り
、
（
人
の
家
を
訪
問
す
る
と
き
に
は

わ
ざ
と
正
門
を
避
け
）
東
南
の
角
を
見
つ
け
て
は
、
そ
の

門
か
ら
屋
敷
に
入
る
よ
う
に
心
掛
け
る
。
時
宜
を
得
て
発

言
す
る
の
で
、
生
涯
事
業
が
う
ま
く
行
き
、
徳
を
基
準
に

判
断
を
下
し
て
行
く
の
は
、
こ
れ
を
中
正
と
呼
ぶ
。

第
十
三
章
師
か
ら
事
前
に
教
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
実

践
を
た
め
ら
わ
な
い
事
柄
が
三
つ
あ
る
。
困
難
に
ひ
る
ま
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私
見
に
よ
っ
て
『
天
子
建
州
』
全
体
を
十
三
章
に
区
分
し
た
の

で
あ
る
が
、
扱
わ
れ
て
い
る
主
題
の
類
似
性
に
よ
っ
て
、
十
三
章

を
さ
ら
に
幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
で
き
る
C

第
一
の
グ
ル
ー
プ
は
、
天
子
ー
邦
君
ー
大
夫
ー
士
と
の
身
分
階

層
に
応
じ
た
礼
を
説
く
も
の
で
、
第
一
章
•
第
六
章
•
第
七
章
·

第
八
章
が
こ
れ
に
属
す
る
o

先
ず
第
一
章
で
は
、
天
下
を
所
有
す
る
天
子
は
、
天
下
全
体
を

九
州
に
分
け
て
統
治
す
る
体
制
を
構
築
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
封
建
さ
れ
た
国
君
は
、
封
国
内
に
国
都
を
建
設
す
る
。
ま

た
貴
族
と
し
て
国
君
に
仕
え
る
大
夫
は
、
封
地
内
に
郡
邑
を
建
設

す
る
。
さ
ら
に
士
は
そ
れ
ぞ
れ
に
家
室
を
構
え
る
e

こ
れ
は
、
身
分
の

差
に
応
じ
て
治
め
る
範
囲
に
広
狭
が
あ
る
と
の
指
摘
で
あ
る
。

ま
た
宗
廟
で
祭
祀
す
る
祖
先
神
の
数
に
も
、
身
分
に
よ
る
差
が

あ
っ
て
、
天
子
は
七
世
、
国
君
は
五
世
、
大
夫
は
三
世
、
士
は
二

世
と
の
規
定
が
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
身
分
の
違
い
を
弁
え
て
、
士

『
天
子
建
州
』

の
礼
思
想

ず
敢
行
す
る
。
私
の
利
害
を
超
え
て
真
心
か
ら
策
を
練
る
。

心
に
も
な
い
言
葉
を
発
し
な
い
。
こ
れ
ら
は
（
そ
の
時
々

の
局
面
へ
の
対
処
で
あ
る
か
ら
）
予
め
師
か
ら
教
え
て
も

ら
っ
て
置
く
わ
け
に
は
行
か
な
い
の
で
あ
る
。

は
上
位
の
身
分
に
あ
る
大
夫
の
の
名
付
け
親
に
は
な
ら
ず
、

大
夫
は
国
君
の
子
弟
の
名
付
け
親
に
は
な
ら
ず
、
国
君
は
天
子
の

子
弟
の
名
付
け
親
に
は
な
ら
な
い
と
の
規
定
も
述
べ
ら
れ
る
。

第
六
章
で
は
、
先
ず
「
天
子
は
坐
す
る
に
矩
を
以
て
し
、
食
す
る

に
宜
を
以
て
し
、
立
つ
に
縣
を
以
て
し
、
行
く
に
璧
を
以
て
す
」
と
、
天

子
の
威
厳
を
示
す
立
ち
居
振
る
舞
い
が
語
ら
れ
た
の
ち
、
諸
侯
、
百

正
、
卿
・
大
夫
、
士
に
応
接
す
る
際
、
身
分
差
に
応
じ
て
対
応
の
仕
方

を
変
え
る
べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
階
層
の
う
ち
、
諸
侯
は

も
と
よ
り
外
か
ら
入
朝
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
百
正
、

卿
・
大
夫
、
士
な
ど
は
、
天
子
が
自
ら
観
閲
す
る
と
さ
れ
る
以
上
、
い

ず
れ
も
周
室
に
直
属
し
て
い
る
者
を
指
す
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
登
場
す
る
民
も
、
や
は
り
王
畿
内
の
民
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

第
七
章
で
は
、
「
凡
そ
天
子
の
禽
蝕
す
る
に
、
邦
君
は
濁
を
食
し
、

大
夫
は
薦
を
承
け
、
士
は
餘
を
受
く
」
と
、
身
分
差
に
応
じ
た
宴
会

で
の
作
法
が
述
べ
ら
れ
る
。
天
子
が
田
猟
の
獲
物
を
下
賜
し
て
巽
応
す

る
際
、
国
君
は
宴
席
に
並
べ
ら
れ
た
鼎
の
列
か
ら
直
接
掬
い
取
っ
て
飲

食
で
き
る
。
だ
が
大
夫
に
は
そ
れ
は
許
さ
れ
ず
、
食
器
に
取
り
分
け
て

薦
め
ら
れ
た
料
理
だ
け
を
飲
食
す
る
。
さ
ら
に
士
は
、
国
君
・
大
夫
が

飲
食
し
終
え
た
の
ち
、
そ
の
残
余
を
受
け
取
る
。
や
は
り
こ
れ
も
、
身

分
の
格
差
を
顕
示
す
る
た
め
の
礼
法
で
あ
る
。

第
八
章
で
は
、
「
天
子
は
四
辟
の
筵
席
に
し
て
、
邦
君
は
三
辟
、
大

夫
は
二
辟
、
士
は
一
辟
な
り
」
と
、
身
分
差
に
応
じ
た
座
席
の
し
つ
ら
え
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方
が
述
べ
ら
れ
る
二
延
席
に
差
等
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
尊
卑
の
序

列
を
明
示
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
類
す
る
礼
の
規
定
は
、
『
礼
記
』
の
王
制
篇
や
曲
礼
篇
に

も
数
多
く
見
え
る
。
い
ず
れ
も
天
子
を
頂
点
と
す
る
周
王
朝
の
身

分
序
列
を
、
可
視
的
な
形
式
に
よ
っ
て
顕
示
せ
ん
と
す
る
礼
法
で

あ
る
。第

二
の
グ
ル
ー
プ
は
、
祭
祀
・
為
政
・
亀
ト
・
人
倫
な
ど
に
関
す

る
訓
戒
を
記
す
も
の
で
、
第
二
章
•
第
三
章
•
第
九
章
•
第
十
章
•
第
十

一
章
・
第
十
二
章
・
第
十
三
章
が
こ
れ
に
属
す
る
。

第
二
章
で
は
、
礼
は
義
よ
り
も
上
位
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の

証
と
し
て
作
者
は
、
宗
廟
の
祭
祀
に
お
け
る
礼
と
義
の
働
き
方
の

違
い
を
挙
げ
る
。
礼
の
規
定
に
則
っ
て
行
動
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

不
純
な
精
神
の
持
ち
主
も
純
粋
に
振
る
舞
わ
ざ
る
を
得
ず
、
純
美

な
ら
ざ
る
精
神
の
人
物
も
、
純
美
に
行
動
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
義
は
、
純
粋
さ
を
基
準
に
不
純
な
行
為
や
人
物
を

抑
制
・
排
除
し
、
純
美
さ
を
基
準
に
見
苦
し
い
行
為
や
人
物
を
抑

圧
・
排
斥
す
る
C

そ
こ
で
不
善
を
指
弾
・
排
除
す
る
義
よ
り
は
、

感
化
力
に
よ
っ
て
不
善
を
善
に
導
く
礼
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
評

価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
章
で
は
、
情
実
に
よ
り
刑
罰
の
運
用
に
手
加
減
が
加
え
ら

れ
た
り
、
財
貨
で
罪
を
贖
う
方
法
が
ま
か
り
通
れ
ば
、
国
家
は
滅

亡
す
る
と
、
刑
罰
の
適
正
な
運
用
が
説
か
れ
る
。
こ
れ
は
司
法
の

観
点
か
ら
、
国
家
の
正
し
い
統
治
法
を
示
す
内
容
で
あ
る
。
刑
は

礼
の
対
極
に
置
か
れ
る
の
で
、
一
見
す
る
と
礼
に
関
す
る
文
献
中

に
こ
う
し
た
記
述
が
含
ま
れ
る
の
は
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
よ
う
に

も
思
え
る
。
だ
が
「
礼
楽
興
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
刑
罰
も
中
ら
ず
」

（
『
論
語
』
子
路
篇
）
と
か
、
「
之
を
道
く
に
政
を
以
て
し
、
之
を

斉
う
る
に
刑
を
以
て
す
れ
ば
、
民
は
免
れ
て
恥
無
し
。
之
を
道
＜

に
徳
を
以
て
し
、
之
を
斉
う
る
に
礼
を
以
て
す
れ
ば
‘
恥
有
り
て

且
つ
格
し
」
（
『
論
語
』
為
政
篇
）
と
、
礼
と
刑
を
関
連
づ
け
て
説

く
こ
と
も
多
い
の
で
、
『
天
子
建
州
』
中
に
こ
う
し
た
記
述
が
含
ま

れ
て
い
て
も
、
決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
。

第
九
章
で
は
、
鬼
神
に
奉
事
す
る
に
は
敬
を
、
民
衆
を
親
附
さ

せ
る
に
は
徳
を
、
肉
刑
に
は
哀
悼
を
用
う
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
る
。

内
容
か
ら
判
断
し
て
、
為
政
者
向
け
の
訓
戒
と
考
え
ら
れ
る

第
十
章
で
は
、
様
々
な
場
面
に
お
い
て
禁
忌
と
さ
れ
る
話
題
が

列
挙
さ
れ
る
。
「
朝
に
は
内
を
語
ら
ず
‘
貢
に
は
戦
を
語
ら
ず
C

道

に
在
り
て
は
匿
を
語
ら
ず
。
政
に
処
り
て
は
楽
を
語
ら
ず
」
と
い

っ
た
項
目
は
、
明
ら
か
に
統
治
者
向
け
の
訓
戒
で
あ
り
、
こ
の
点

か
ら
判
断
す
る
と
、
全
体
が
為
政
者
向
け
の
訓
戒
だ
っ
た
可
能
性

が
高
い
が
、
他
は
一
般
的
な
訓
戒
と
し
て
も
理
解
で
き
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

第
十
一
章
で
は
、

亀
卜
の
場
に
お
い
て
禁
忌
と
さ
れ
る
話
題
が
列
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第
四
章文
陰
而
武
陽
。
信
文
得
吏
、
信
武
得
田
。
文
徳
治
、
武
徳
伐
、

文
生
武
殺
。

文
は
陰
に
し
て
武
は
陽
な
り
。
文
を

間
題
の
第
四
章
と
第
五
章
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

文
武
と
北
斗
と
日
月

い
て
吏
を
得
、
武
を

記
さ
れ
る
C

占
断
を
待
っ
て
判
断
す
べ
き
事
柄
を
、
事
前
に
口
に
出
し

て
予
断
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

第
十
二
章
で
は
、
他
者
へ
の
配
慮
や
恭
敬
な
態
度
こ
そ
が
、
相

手
の
憎
し
み
を
買
わ
ず
に
、
順
調
な
人
生
を
歩
む
た
め
の
要
因
だ

と
語
ら
れ
る
C

第
十
三
章
で
は
、
日
頃
か
ら
覚
悟
を
定
め
て
骰
き
、
咄
嵯
の
場

面
で
誤
っ
た
言
動
に
走
ら
な
い
よ
う
心
掛
け
る
べ
き
項
目
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
は
倫
理
的
行
動
に
関
す
る
訓
戒
で
あ
る
C

以
上
紹
介
し
て
き
た
計
十
一
章
分
の
内
容
は
、
い
ず
れ
も
広
義

の
礼
に
関
す
る
記
述
と
認
め
ら
れ
る
e

と
こ
ろ
が
残
り
の
第
四
章

と
第
五
章
は
‘
礼
と
の
関
わ
り
が
極
め
て
把
握
し
難
い
内
容
と
な

っ
て
い
る
。
い
っ
た
い
こ
の
両
章
は
、
全
体
の
中
で
い
か
な
る
位

骰
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

B
 

A 

信
い
て
田
を
得
る
。

じ
武
は
殺
す
。

文
徳
は
治
め
、
武
徳
は
伐
ち
、

恨
之
以
玉
斗
戟
陳
刻
亡
。

文
は
生

梨
罪
行
身
和
二
、

日
月
得
其
央
‘

一
喜
一
怒
°

ふ
ら

し
ク
ヽ

4
t
,
、

日
月
は
其
の
央
を
得
る
も
、
之
に
恨
す
る
に
王
斗
の
戟
り
陳

つ
か
さ
ど

•
}
と
こ

t

わ
れ
刻
く
亡
ゆ
る
を
以
て
す
。
行
身
を
罪
る
を
楽
し
み
て
ニ

を

和

し

、

一

と

き

は

怒

る

。

＂

こ
の
う
ち
第
四
章
に
は
、
文
武
併
用
の
主
張
が
説
か
れ
る
。
こ

れ
と
極
め
て
良
く
似
た
思
考
は
、
長
沙
馬
王
堆
前
漢
墓
よ
り
出
土

し
た
黄
帝
害
、
『
経
法
』
や
『
十
六
奴
の
中
に
も
見
出
せ
る
汀
3
)
0

以
下
に
そ
の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

天
の
生
に
因
り
て
以
て
生
を
投
う
は
、
之
を
文
と
謂
う
。
天

の
殺
に
因
り
て
以
て
死
を
伐
つ
は
、
之
を
武
と
謂
う
。
文
武

並
び
行
わ
る
れ
ば
、
則
ち
天
下
従
う
。
（
『
経
法
』
国
次
篇
）

動
静
の
天
地
に
参
る
は
之
を
文
と
謂
い
、
誅
宝
鯰
l

の
時
に

当
た
る
は
之
を
武
と
謂
う
e

（
中
略
）
文
な
れ
ば
則
ち
[
明
ら

か
に
し
て
]
‘
武
な
れ
ば
則
ち
強
し
。
（
中
略
）
文
武
並
び
立

第
五
章

一
と
き
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G
 
F

静
作
相
投
い
、
徳
虐
相
成
る
。
(
『
+
六

E
 

D c
 天
の
時
に
因
り
て
天
の
毀
つ
を
伐
つ
は
、
之
を
武
と
謂
う
。

武
刃
に
し
て
文
を
以
て
其
の
後
に
随
わ
ば
、
則
ち
成
功
有
り
。

文
一
武
を
用
う
る
者
は
王
た
り
。
（
『
経
法
』
四
度
篇
）

文
に
始
ま
り
て
武
に
卒
わ
る
は
、
天
地
の
道
な
り
。
（
中
略
）

三
時
功
を
成
し
、
時
刑
殺
す
る
は
天
地
の
道
な
り
。
（
『
経

法
』
論
約
篇
）

不
靡
不
黒
な
る
は
而
ち
之
を
正
す
に
刑
と
徳
を
以
て
す
。
春

夏
は
徳
と
為
し
、
秋
冬
は
刑
と
為
す
。
徳
を
先
に
し
刑
を
後

さ
た
め

に
し
て
以
て
生
を
養
う
。
（
中
略
）
凡
そ
謀
す
る
の
極
は
、
刑

と
徳
と
に
在
り
。
刑
徳
皇
皇
と
し
て
、
日
月
は
相
望
み
、
以

ま
が

て
其
の
当
を
明
ら
か
に
し
て
、
盈
[
縮
]
は
匡
る
こ
と
元
し
o

経
』
観
篇
）

果
童
篇
）

凡
そ
謳
す
る
の
極
は
、
刑
と
徳
と
に
在
り
。
刑
徳
皇
皇
と
し

て
、
日
月
は
相
望
み
、
以
て
其
の
当
を
明
ら
か
に
す
。
望
み

て
其
の
当
を
失
わ
ば
、
環
り
て
其
の
殊
を
視
ん
。
天
徳
は
皇

つ
は
、
之
に
命
け
て
上
同
と
日
う
。
（
『
経
法
』
四
度
篇
）

皇
た
る
も
、
刑
に
非
ざ
れ
ば
行
わ
れ
ず
。
穆
穆
た
る
天
刑
も
、

徳
に
非
ざ
れ
ば
必
ず
傾
く
。
刑
徳
相
獲
い
て
、
逆
順
は
乃
ち

成
る
。
刑
は
晦
に
し
て
徳
は
明
、
刑
は
陰
に
し
て
徳
は
陽
、

刑
は
微
に
し
て
徳
は
彰
ら
か
な
り
。
経
』
姓
争
篇
）

こ
の
よ
う
に
、
『
経
法
』
は
子
建
州
』
第
四
章
と
同
じ
く
文

武
の
対
応
を
使
用
し
、
『
十
六
経
』
は
そ
れ
を
刑
徳
や
徳
虐
と
言
い

換
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
恩
沢
を
施
す
平
和
的
手
段
（
徳
・

文
）
と
、
武
力
で
討
伐
す
る
軍
事
的
手
段
（
刑
•
武
）
を
併
用
せ

よ
と
す
る
基
本
的
発
想
に
関
し
、
第
四
章
と
黄
帝
書
の
間
に
強
い

共
通
性
が
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

だ
が
両
者
の
間
に
は
、
重
要
な
違
い
も
存
在
し
て
い
る
。
黄
帝

書
に
お
け
る
文
武
・
刑
徳
は
、
「
天
の
生
に
因
り
て
以
て
生
を
務
う

は
、
之
を
文
と
謂
う
。
天
の
殺
に
因
り
て
以
て
死
を
伐
つ
は
、
之

を
武
と
謂
う
」

(
A
)

「
動
静
の
天
地
に
参
る
は
之
を
文
と
謂
い
、

誅
宝
板
]
の
時
に
当
た
る
は
之
を
武
と
謂
う
」

(
B
)

「
文
に
始
ま

り
て
武
に
卒
わ
る
は
、
天
地
の
道
な
り
」

(
D
)

と
か
、
「
春
夏
は

徳
と
為
し
、
秋
冬
は
刑
と
為
す
」

(
E
)
な
ど
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う

に
、
天
地
•
四
時
な
ど
の
天
道
と
深
く
結
び
付
い
た
概
念
で
あ
る
。

「
周
遷
動
作
は
、
天
之
れ
が
稽
を
為
す
。
天
道
遠
か
ら
ず
、
入

り
て
与
に
処
り
、
出
で
て
与
に
反
る
」
と
か
「
日
月
星
辰
の
期
、

四
時
の
度
、
動
静
の
位
、
外
内
の
処
は
、
天
の
稽
な
り
」
（
『
経
法
』
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四
度
篇
）
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
退
い
て
内
政
を
充
実
さ
せ
る
（
静
）

か
、
外
征
し
て
敵
国
を
攻
撃
す
る
（
動
）
か
と
い
っ
た
国
家
の
出

処
進
退
を
判
断
す
る
基
準
は
、
天
道
の
指
示
に
あ
る
。

そ
し
て
「
極
ま
れ
ば
而
ち
反
り
、
盛
ん
な
れ
ば
而
ち
衰
う
る
は
、

天
地
の
道
、
人
の
理
な
り
」
（
『
経
法
』
四
度
篇
）
と
か
「
極
ま
れ

ば
反
る
者
は
天
の
性
な
り
」
（
『
経
法
』
論
篇
）
と
説
か
れ
る
よ
う

に
、
自
国
の
運
勢
が
上
昇
気
運
に
あ
る
と
き
は
、
敵
国
の
運
勢
は

下
降
・
衰
退
の
気
運
を
辿
る
が
、
こ
の
状
態
は
永
続
せ
ず
、
「
天
節

は
遠
か
ら
ず
。
五
年
に
し
て
復
た
反
る
。
小
凶
な
れ
ば
則
ち
近
く
、

大
凶
な
れ
ば
則
ち
遠
し
」
（
『
国
語
』
越
語
下
篇
）
と
、
五
年
で
正

反
対
の
方
向
に
反
転
す
る
（
礼
4
)
°
し
た
が
っ
て
国
家
戦
略
を
決
定

す
る
際
に
は
、
「
唯
だ
聖
人
の
み
能
＜
天
極
を
尽
め
、
能
＜
天
当
を

用
う
」
（
『
経
法
』
国
次
篇
）
と
、
自
国
と
敵
国
の
運
勢
の
推
移
を

注
意
深
く
観
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

も
し
自
国
が
上
昇
気
運
に
あ
り
、
敵
国
が
衰
運
に
あ
る
と
察
知

し
た
な
ら
ば
、
武
•
刑
の
や
り
方
を
採
用
し
、
時
機
を
失
せ
ず
攻

撃
し
て
勝
利
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
功
、
天
に
及
ば
ざ
れ
ば
、

退
け
ら
れ
て
名
元
し
」
（
『
経
法
』
論
約
篇
）
と
か
、
「
当
に
断
ず

べ
き
に
断
ぜ
ざ
れ
ば
、
反
り
て
其
の
乱
を
受
<
」
「
[
天
予
う
る
も
]

ぁ

受
け
ざ
れ
ば
、
反
り
て
以
て
残
に
随
う
」
(
『
+
六
経
』
兵
容
篇
）

「
作
す
べ
き
に
作
さ
ざ
れ
ば
、
天
稽
は
環
周
し
て
、
人
反
り
て
之

れ
が
客
と
為
る
」
(
『
+
六
経
』
姓
争
篇
）
と
警
告
さ
れ
る
よ
う
に
、

躊
躇
し
て
天
が
与
え
た
好
機
を
逸
す
る
と
、
天
道
が
反
転
し
た
の

ち
、
今
度
は
自
国
が
危
機
に
陥
る
と
い
う
の
で
あ
る
°

た
だ
し
自
国
の
隆
盛
が
絶
頂
に
達
し
た
後
は
、
「
功
、
天
に
溢
る

れ
ば
、
故
ち
死
刑
有
り
」
（
『
経
法
』
四
度
篇
）
「
功
成
る
も
止
め

ざ
れ
ば
、
身
危
う
く
し
て
残
あ
り
」
（
『
経
法
』
国
次
篇
）
「
逆
節

に
成
さ
ざ
る
は
、
是
を
天
を
得
る
と
謂
う
。
逆
節
に
果
て
成
さ
ば
、

天
は
将
に
其
の
命
を
盈
た
さ
ず
し
て
、
其
の
刑
を
重
く
せ
ん
と
す
」

（
『
経
法
』
亡
論
篇
）
「
極
を
過
ぎ
当
を
失
わ
ば
、
天
は
将
に
残
を

降
さ
ん
と
す
」
（
『
経
法
』
国
次
篇
）
「
必
ず
天
極
を
尽
め
て
、
天

功
を
檀
に
す
る
母
れ
」
（
『
経
法
』
国
次
篇
）
と
か
、
「
聖
人
は
刑

を
達
に
せ
ず
」
(
『
+
六
経
』
兵
容
篇
）
と
戒
め
ら
れ
る
よ
う
に
、

守
勢
に
回
り
、
文
•
徳
の
や
り
方
で
内
政
の
充
実
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
も
し
天
道
の
反
転
を
無
視
し
て
、
極
を
過
ぎ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敵
国
へ
の
攻
撃
を
続
行
す
れ
ば
、
上
天
は

敗
北
・
滅
亡
と
い
っ
た
災
残
を
降
す
の
で
あ
る
〔
次
図
参
照
〕
（
I
L
5
)
0

以
上
解
説
し
て
き
た
よ
う
に
、
黄
帝
書
に
お
け
る
文
武
な
い
し

刑
徳
は
、
上
天
•
上
帝
が
天
道
の
推
移
に
よ
っ
て
君
主
に
指
示
す

る
、
剛
柔
二
通
り
の
や
り
方
で
あ
っ
て
、
天
人
相
関
・
災
異
思
想

と
深
く
結
合
し
た
概
念
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
天
子
建
州
』
第
四

章
の
文
武
に
は
、
天
道
の
推
移
に
応
じ
て
選
択
す
べ
き
二
通
り
の

や
り
方
と
い
っ
た
性
格
は
全
く
見
ら
れ
ず
、
単
に
文
と
武
の
性
格

(36) 
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黄帝書天道環周図

以
て
其
の
当

の
違
い
が
対
照
的
に
説
明
さ
れ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
第
四
章
は
、
な
ぜ
『
天
子
建
州
』
の
中
に
存
在
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
文
武
併
用
の
主
張
は
、
も
と
よ
り
統
治
論
の
範

疇
に
属
す
る
□
6)°

そ
し
て
『
天
子
建
州
』
の
大
半
を
占
め
る
、

礼
に
よ
っ
て
天
子
を
頂
点
と
す
る
周
王
朝
の
身
分
秩
序
を
維
持
せ

よ
と
す
る
主
張
も
、
や
は
り
統
治
論
の
一
種
で
あ
る
。
こ
う
し
た

繋
が
り
か
ら
、
『
天
子
建
州
』
中
に
第
四
章
が
含
ま
れ
て
い
る
の
だ

と
す
る
理
解
も
、
充
分
に
成
り
立
つ
余
地
が
あ
ろ
う
。

第
五
章
の
場
合
は
、
第
四
章
よ
り
も
礼
と
の
関
わ
り
を
考
え
る

こ
と
が
格
段
に
難
し
い
。
文
武
に
せ
よ
礼
に
せ
よ
、
そ
れ
は
君
主

を
始
め
と
す
る
人
間
の
行
為
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
第
五
章
に
登
場

す
る
の
は
北
斗
や
日
月
と
い
っ
た
天
体
の
み
で
あ
っ
て
、
人
間
は

全
く
登
場
し
な
い
。

第
五
章
は
、
太
陽
や
月
が
そ
の
時
々
に
適
正
な
位
置
を
獲
得
で

き
る
の
も
、
北
斗
の
出
現
や
消
滅
を
根
本
に
し
て
い
る
の
だ
と
言

う
。
北
斗
が
天
界
に
出
現
す
る
の
は
夜
で
あ
り
、
姿
を
消
す
の
は

昼
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
北
斗
の
出
現
と
消
滅
は
、
昼
夜
の
交
替

を
意
味
す
る
こ
と
と
な
る
。
通
常
昼
夜
の
交
替
は
、
も
っ
ぱ
ら
太

陽
と
月
の
交
替
現
象
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
だ
が
、
第
五
章
で
は
、

「
行
身
を
男
る
を
楽
し
み
て
二
を
和
す
」
と
、
日
月
の
交
替
を
主

宰
し
て
い
る
の
は
北
斗
だ
と
さ
れ
る
。

先
に
紹
介
し
た
黄
帝
書
で
は
、
「
日
月
は
相
望
み
、

(37) 



を
明
ら
か
に
し
て
、
盈
[
縮
]
は
匡
る
こ
と
元
し
『
十
六
経
』
観

篇
）
と
か
、
「
刑
徳
皇
皇
と
し
て
、
日
月
は
相
望
み
、
以
て
其
の
当

を
明
ら
か
に
す
。
望
み
て
其
の
当
を
失
わ
ば
、
環
り
て
其
の
残
を

視
ん
」
(
『
+
六
経
』
姓
争
篇
）
と
、
刑
と
徳
の
い
ず
れ
を
選
択
す

べ
き
か
を
判
断
す
る
基
準
は
、
太
陽
と
月
の
位
置
関
係
に
あ
る
と

さ
れ
る
(
‘
i
l
7
)
o

太
陽
と
月
の
位
置
関
係
を
通
し
て
指
示
を
出
し
て

い
る
の
は
、
「
極
を
過
ぎ
当
を
失
わ
ば
、
天
は
将
に
残
を
降
さ
ん
と

す
」
（
『
経
法
』
国
次
篇
）
「
必
ず
天
極
を
尽
め
て
、
天
功
を
檀
に

す
る
母
れ
」
（
『
経
法
』
国
次
篇
）
と
か
、
「
逆
節
に
成
さ
ざ
る
は
、

是
を
天
を
得
る
と
謂
う
。
逆
節
に
果
て
成
さ
ば
、
天
は
将
に
其
の

命
を
盈
た
さ
ず
し
て
、
其
の
刑
を
重
く
せ
ん
と
す
」
（
『
経
法
』
亡

論
篇
）
「
極
を
過
ぎ
当
を
失
わ
ば
、
天
は
将
に
残
を
降
さ
ん
と
す
」

（
『
経
法
』
国
次
篇
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
上
天
•
上
帝
で
あ
る
°

す
な
わ
ち
黄
帝
書
の
天
道
・
災
異
思
想
で
は
、
上
天
•
上
帝
こ

そ
が
日
月
の
運
行
を
操
る
主
宰
者
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
第
五
章
で
は
、
上
天
•
上
帝
に
取
っ
て
代
わ
り
、
北
斗
が

そ
の
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
し
か
も
「
一
と
き
は
喜
び
一
と
き
は

怒
る
」
と
、
北
斗
は
感
情
を
備
え
た
人
格
神
と
さ
れ
て
い
る
。
第

五
章
に
は
北
斗
の
「
一
喜
一
怒
」
に
応
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
結
果

が
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
い
。
し
か
し
北
斗

が
日
月
の
運
行
を
司
る
主
宰
者
で
あ
る
以
上
、
「
喜
」
に
は
福
、
「
怒
」

に
は
災
と
い
っ
た
類
の
対
応
関
係
が
当
然
想
定
さ
れ
て
い
る
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
北
斗
に
上
天
・
上
帝
に
匹
敵
す
る
地
位
を
認
め
る

思
考
は
、
は
た
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
大
戴
礼
記
』
夏

小
正
篇
に
は
、
「
言
斗
柄
者
所
以
著
参
之
中
也
」
「
六
月
初
昏
斗
柄

正
在
上
」
「
五
月
大
火
中
、
六
月
斗
柄
正
在
上
」
「
用
此
見
斗
柄
之

不
在
富
心
也
」
「
斗
柄
縣
在
下
則
旦
」
な
ど
と
、
北
斗
に
関
す
る
記

述
が
見
え
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
斗
柄
を
時
節
観
測
の
指
標
と
し

て
扱
う
も
の
で
、
北
斗
を
神
格
化
す
る
思
考
で
は
な
い
。
ま
た
『
大

戴
礼
記
』
易
本
命
篇
に
は
、
「
七
九
六
十
三
、
三
主
斗
、
斗
主
狗
、

狗
三
月
而
生
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
「
斗
は
狗
を
主
る
」
と
さ
れ
て

い
る
点
は
、
斗
に
狗
の
命
運
を
司
る
神
秘
的
能
力
を
認
め
て
い
る

わ
け
だ
が
、
第
に
お
け
る
斗
よ
り
は
格
段
に
劣
る
扱
い
で
あ

る。
斗
に
よ
り
高
次
な
神
秘
的
能
力
を
認
め
る
の
は
、
陰
陽
流
兵
学

で
あ
る
。
『
漠
書
』
芸
文
志
•
兵
書
略
は
、
「
陰
陽
と
は
、
時
に
順

い
て
発
し
、
刑
徳
を
推
し
、
斗
撃
に
随
い
、
五
勝
に
因
り
、
鬼
神

に
仮
り
て
、
助
け
と
為
す
者
な
り
」
と
、
陰
陽
流
兵
学
を
定
義
す

る
。
こ
の
中
の
「
斗
撃
に
随
う
」
と
は
、
斗
柄
が
指
し
示
す
方
向

か
ら
勝
敗
を
予
知
す
る
方
法
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
場
合
の

北
斗
に
は
、
勝
敗
を
予
告
す
る
神
秘
的
能
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。

た
だ
し
陰
陽
流
兵
学
に
お
け
る
北
斗
も
、

日
月
の
運
行
を
主
宰
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す
る
ほ
ど
の
地
位
に
は
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
第
五
章
に
お
け

る
北
斗
の
性
格
は
、
そ
の
点
で
や
は
り
突
出
し
た
印
象
を
免
れ
な

い
。
第
五
章
の
よ
う
に
、
北
斗
を
日
月
の
運
行
を
司
る
人
格
神
と

見
な
す
思
考
が
、
い
か
な
る
淵
源
・
来
歴
を
持
つ
の
か
は
今
の
と

こ
ろ
不
明
で
あ
る
が
、
小
沢
賢
二
氏
の
最
新
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

東
周
恵
王
の
十
五
年
、
前
六
六
二
年
の
春
分
の
日
に
、
あ
た
か
も

北
斗
が
太
陽
と
月
、
及
び
二
十
八
宿
を
支
配
し
て
い
る
か
の
よ
う

に
見
え
る
特
異
な
天
文
現
象
が
発
生
し
た
と
い
う
(
d
8
)
0

こ
の
年
の
春
分
の
日
、
太
陽
が
真
西
に
没
し
た
一
時
間
後
に
、

月
齢
十
五
日
の
満
月
が
真
東
か
ら
昇
っ
て
角
宿
の
最
後
尾
に
連
な

り
、
ま
る
で
月
が
二
十
八
宿
に
含
ま
れ
る
か
の
よ
う
な
状
態
と
な

る
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
北
斗
を
円
の
中
心
と
し
て
、
二
十
八
宿
が

ち
ょ
う
ど
二
十
四
時
間
で
左
回
り
に
天
界
を
一
周
し
、
太
陽
が
真

東
に
昇
っ
た
と
き
、
満
月
は
真
西
に
沈
む
。

以
上
が
小
沢
氏
が
指
摘
す
る
、
前
六
六
二
年
春
分
の
日
、
周
都
・

洛
陽
で
目
撃
さ
れ
た
稀
有
な
天
文
現
象
で
、
氏
は
当
時
の
人
々
に

は
、
北
斗
が
太
陽
と
月
と
二
十
八
宿
の
運
行
を
差
配
し
た
よ
う
に

見
え
た
で
あ
ろ
う
と
説
く
。
し
か
も
こ
の
現
象
は
、
以
後
十
九
年

ご
と
の
春
分
の
日
、
す
な
わ
ち
前
六
四
三
年
、
前
六
二
四
年
、
前

六

0
五
年
の
春
分
の
日
に
、
連
続
し
て
三
度
も
起
き
た
と
い
う
。

そ
し
て
こ
の
天
文
現
象
は
、
人
々
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
も
は

や
太
陽
だ
け
が
時
刻
や
方
位
を
示
す
辰
」
な
の
で
は
な
く
、
北

斗
七
星
も
「
辰
」
だ
と
受
け
止
め
さ
せ
、
北
斗
が
「
北
辰
」
と
称

さ
れ
る
契
機
に
な
っ
た
と
も
指
摘
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
衝

撃
的
な
天
文
現
象
の
出
現
を
踏
ま
え
て
、
北
斗
を
日
月
の
運
行
を

主
宰
す
る
人
格
神
と
す
る
考
え
が
形
成
さ
れ
た
可
能
性
も
想
定
し

得
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
北
斗
と
日
月
の
関
係
を
主
題
と
す
る
第

五
章
は
、
な
ぜ
『
天
子
建
州
』
中
に
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
間
題
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
礼
を
説
く
文
献
中
に
天
文

に
関
す
る
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
例
を
参
考
に
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
次
に
『
大
戴
礼
記
』
曽
子
天
円
篇
の
部
を
掲
げ
て
み
る
。

参
窃
て
之
を
夫
子
に
間
く
に
曰
く
、
天
道
は
円
と
曰
い
、
地

道
は
方
と
曰
う
。
方
は
幽
と
曰
い
、
円
は
明
と
曰
う
。
明
な

る
者
は
気
を
吐
く
者
な
り
。
是
の
故
に
外
に
景
あ
り
。
幽
な

る
者
は
気
を
含
む
者
な
り
。
是
の
故
に
内
に
景
あ
り
。
故
に

火
は
外
最
と
曰
い
、
金
水
は
内
景
な
り
C

気
を
吐
く
者
は
施

し
、
気
を
含
む
者
は
化
す
。
是
を
以
て
陽
は
施
し
て
陰
は
化

す
。
陽
の
精
気
は
神
と
日
い
、
陰
の
精
気
は
霊
と
日
う
。
神

な
る
者
は
品
物
の
本
な
り
。
而
し
て
礼
楽
仁
義
の
祖
な
り
。

而
し
て
善
否
治
乱
の
興
作
す
る
所
な
り
。
（
中
略
）
是
の
故
に

聖
人
は
天
地
の
主
と
為
り
、
山
川
の
主
と
為
り
、
鬼
神
の
主

と
為
り
、
宗
廟
の
主
と
為
る
。
獣
人
は
慎
み
て
日
月
の
数
を

(39) 



守
り
、
以
て
星
辰
の
行
を
察
し
、
以
て
四
時
の
順
逆
を
序
す
。

之
を
暦
と
謂
う
。
十
二
管
を
戟
り
て
、
以
て
八
音
の
上
下
・

清
濁
を
宗
む
。
之
を
律
と
謂
う
。
律
は
陰
に
居
り
て
陽
を
治

め
、
暦
は
陽
に
居
り
て
陰
を
治
む
C

律
と
暦
は
迭
い
に
相
治

む
る
な
り
。
其
の
間
髪
を
容
れ
ず
。
聖
人
は
五
礼
を
立
て
て
、

以
て
民
の
望
み
を
為
め
、
五
衰
を
制
し
て
、
以
て
親
疎
を
別

か
ち
、
五
声
の
楽
を
和
し
て
、
以
て
民
の
気
を
導
き
、
五
味

の
調
を
合
わ
せ
て
、
以
て
民
の
情
を
察
し
、
五
色
の
位
を
正

し
て
、
五
穀
の
名
を
成
し
、
五
牲
の
先
後
・
貴
賤
を
序
す
。

曽
子
天
円
篇
は
、
天
道
に
由
来
す
る
陽
の
精
気
（
神
）
を
、
礼

楽
・
仁
義
や
善
否
・
治
乱
の
発
生
源
と
す
る
。
こ
れ
は
、
礼
の
根

拠
を
天
道
に
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
思
考
に
他
な
ら
な
い
。
同
篇

は
型
人
の
事
業
を
列
挙
す
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
「
日
月
の
数
を
守

り
、
以
て
星
辰
の
行
を
察
し
、
以
て
四
時
の
順
逆
を
序
す
」
と
、

天
文
・
気
象
を
観
測
し
て
暦
法
を
制
定
す
る
事
業
と
、
管
楽
器
に

よ
り
音
律
を
定
め
る
事
業
、
礼
法
を
制
定
し
て
親
疎
．
貰
賤
の
差

等
を
序
列
化
す
る
事
業
と
が
並
立
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
例
が
存
在
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
北
斗
と
日
月
の

関
係
を
主
題
と
す
る
第
五
章
が
『
天
子
建
州
』
中
に
含
ま
れ
る
事

態
も
、
さ
し
て
奇
異
な
現
象
で
は
な
く
な
る
。
天
文
・
暦
法
も
礼

法
も
、
と
も
に
世
界
を
秩
序
化
す
る
手
段
と
し
て
の
共
通
性
を
持

つ
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
続
い
て
、
四
錦
炎
氏
が
『
天
子
建
州
』
と
の
密
接
な
関

係
を
指
摘
す
る
『
大
戴
礼
記
』
礼
三
本
篇
の
内
容
を
見
て
み
よ
う
。

礼
に
三
本
あ
り
。
天
地
な
る
者
は
性
の
本
な
り
。
先
祖
な
る

者
は
類
の
本
な
り
。
君
師
な
る
者
は
治
の
本
な
り
。
天
地
無

く
ん
ば
焉
ん
ぞ
生
ぜ
ん
。
先
祖
無
く
ん
ば
焉
ん
ぞ
出
で
ん
。

君
師
無
く
ん
ば
焉
ん
ぞ
治
ま
ら
ん
。
三
者
偏
亡
す
れ
ば
安
き

の
人
無
し
。
故
に
礼
は
、
上
は
天
に
事
え
、
下
は
地
に
事
え
、

，こ
r
J
,
9
}

先
祖
に
事
う
る
を
宗
び
て
君
師
を
寵
ぶ
。
是
れ
礼
の
三
本
な

り
。
王
者
は
太
祖
を
天
と
し
、
諸
侯
は
敢
え
て
懐
た
ず
、
大

夫
・
士
は
常
宗
有
り
。
始
め
を
貴
ぶ
を
別
か
つ
所
以
に
し
て
、

徳
の
本
な
り
。
郊
は
天
子
に
止
ま
り
、
社
は
諸
侯
に
止
ま
り
‘

道
は
士
・
大
夫
に
及
ぶ
。
尊
卑
を
別
か
つ
所
以
な
り
。
尊
者

は
尊
に
事
え
、
卑
者
は
卑
に
事
う
。
宜
し
く
距
な
る
べ
き
者

は
距
な
り
て
、
宜
し
く
小
な
る
べ
き
者
は
小
な
る
な
り
。
故

に
天
下
を
有
つ
者
は
七
世
に
事
え
、
国
を
有
つ
者
は
五
世
に

事
え
、
五
乗
の
地
を
有
つ
者
は
三
世
に
事
え
、
三
乗
の
地
を

み
の
り

有
つ
者
は
二
世
に
事
え
、
年
を
待
ち
て
食
ら
う
者
は
宗
廟
を

ひ
ろ

立
つ
る
を
得
ず
。
積
厚
き
者
は
流
沢
光
く
、
積
薄
き
者
は
流

沢
卑
き
を
別
か
つ
所
以
は
、
亦
た
之
く
の
如
し
。
大
巽
に
は

Al
さ

玄
尊
を
尚
に
し
、
生
魚
を
俎
に
し
、
大
羮
を
先
に
す
る
は
、
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飲
食
の
本
を
貴
ぶ
な
り
。
大
翡
に
は
玄
尊
を
尚
に
し
、
酒
食

を
用
い
、
黍
稜
を
先
に
し
て
稲
梁
を
飯
に
し
、
祭
に
は
大
羮

の
5
い

を
斉
し
て
、
庶
羞
に
飽
か
し
む
る
は
、
本
を
貴
び
て
用
に
親

し
む
な
り
。
本
を
貰
ぶ
は
之
を
文
と
謂
い
、
用
に
親
し
む
は

之
を
理
と
謂
う
。
両
者
合
し
て
文
を
成
し
、
以
て
太
一
に
帰

す
。
夫
れ
是
を
大
隆
と
謂
う
。
故
に
尊
の
玄
酒
を
尚
に
す
る

J
9
L
9
 

や
、
俎
の
生
魚
を
之
う
る
や
、
豆
の
大
羮
を
先
に
す
る
や
、

な

利
雀
の
卒
く
さ
ざ
る
や
、
成
事
の
俎
の
音
め
ざ
る
や
、
三
侑

の
食
せ
ざ
る
や
、
一
な
り
。
大
昏
の
未
だ
斉
を
発
せ
ざ
る
や
、

廟
の
未
だ
戸
を
納
れ
ざ
る
や
、
始
卒
の
未
だ
小
倣
せ
ざ
る
や
、

大
路
車
の
観
を
素
に
す
る
や
、
郊
の
麻
冤
す
る
や
、
喪
服
の

か
ざ

散
帯
を
先
に
す
る
や
、
一
な
り
。
三
年
の
哭
に
文
ら
ざ
る
や
、

る
ぅ

清
廟
の
歌
、
一
侶
に
し
て
三
歎
す
る
や
、
一
盤
を
縣
け
て
附

，
う
か
へ

拇
を
尚
に
す
る
や
、
朱
弦
に
し
て
通
越
す
る
や
、
一
な
り
。

凡
そ
礼
は
脱
に
始
ま
り
、
文
に
成
り
、
隆
に
終
わ
る
。
故
に

4
,
4り

至
備
は
情
文
倶
に
尽
く
し
、
其
の
次
は
情
文
侠
い
に
興
り
、

其
の
下
は
情
に
復
し
て
、
以
て
太
一
に
帰
す
。
天
地
は
以
て

ぁ
t
i
l

合
し
、
四
時
は
以
て
治
く
、
日
月
は
以
て
明
ら
か
に
、
星
辰

さ
か
ん

は
以
て
行
り
、
江
河
は
以
て
流
れ
、
万
物
は
以
て
侶
に
、
好

悪
は
以
て
節
し
、
喜
怒
は
以
て
当
た
る
。
以
て
下
と
為
れ
ば

則
ち
順
、
以
て
上
と
為
れ
ば
則
ち
明
。
万
変
し
て
乱
れ
ず
。

た

t

之
に
咸
わ
ば
則
ち
喪
う
。

こ
の
篇
は
、
冒
頭
か
ら
「
積
厚
き
者
は
流
沢
光
く
、
積
薄
き
者

は
流
沢
卑
き
を
別
か
つ
所
以
は
、
亦
た
之
く
の
如
し
」
に
至
る
前

半
部
分
、
内
容
的
に
は
、
天
子
ー
諸
侯
ー
大
夫
・
士
の
身
分
格
差

に
礼
の
等
級
を
対
応
さ
せ
る
べ
き
だ
と
す
る
論
調
と
、
「
大
牌
に
は

玄
尊
を
尚
に
し
」
か
ら
「
其
の
下
は
情
に
復
し
て
、
以
て
太
一
に

帰
す
」
ま
で
の
後
半
部
分
、
内
容
的
に
は
、
文
飾
が
発
達
す
る
以

前
の
礼
の
原
初
的
心
情
を
礼
法
の
細
部
に
見
出
そ
う
と
す
る
論
調

と
に
大
別
で
き
、
そ
れ
に
礼
の
偉
大
な
効
用
を
称
賛
す
る
結
語
部

分
が
付
け
加
え
ら
れ
る
と
の
構
成
を
示
す
汀
9
)
0

前
半
部
分
に
は
、
「
天
下
を
有
つ
者
は
七
世
に
事
え
、
国
を
有
つ

者
は
五
世
に
事
え
、
五
乗
の
地
を
有
つ
者
は
三
世
に
事
え
、
三
乗

の
地
を
有
つ
者
は
二
世
に
事
え
、
年
を
待
ち
て
食
ら
う
者
は
宗
廟

を
立
つ
る
を
得
ず
」
と
、
『
天
子
建
州
』
第
一
章
と
ほ
と
ん
ど
同
じ

論
旨
の
文
章
が
見
え
る
。
そ
こ
で
曽
錦
炎
氏
は
、
両
者
の
密
接
な

関
係
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

『
天
子
建
州
』
第
五
章
と
の
関
連
で
は
、
結
語
部
分
に
「
天
地

は
以
て
合
し
、
四
時
は
以
て
治
く
、
日
月
は
以
て
明
ら
か
に
、
星

辰
は
以
て
行
り
、
江
河
は
以
て
流
れ
、
万
物
は
以
て
侶
に
」
と
あ

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
礼
は
人
間
社
会
を
円
滑
に

運
営
す
る
た
め
の
基
準
で
あ
る
に
止
ま
ら
ず
、
天
地
•
四
時
・
日

月
・
星
辰
•
江
河
·
万
物
と
い
っ
た
宇
宙
全
体
を
統
括
す
る
原
理
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で
あ
る
と
ま
で
主
張
さ
れ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
礼
は
、
日
月
・
星

辰
な
ど
の
天
体
を
も
主
宰
す
る
至
高
の
存
在
へ
と
上
昇
し
た
わ
け

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
礼
と
天
体
を
結
合
す
る
思
考
を
前
提
に
す
れ
ば
、

礼
を
主
題
と
す
る
『
天
子
建
州
』
の
中
に
、
北
斗
•
日
月
を
扱
う

第
五
章
が
含
ま
れ
て
い
て
も
、
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
こ
と
に
な

る
。
恐
ら
く
、
地
上
の
人
間
社
会
に
天
子
の
礼
を
中
心
と
す
る
秩

序
が
あ
る
よ
う
に
、
天
界
に
も
北
斗
を
中
心
と
す
る
秩
序
が
あ
る

と
の
繋
が
り
か
ら
、
第
五
章
が
『
天
子
建
州
』
の
中
に
加
え
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
天
子
の
統
治
と
時
節
の
推
移
を
対
応
さ
せ

る
時
令
の
考
え
方
も
、
礼
法
と
天
文
を
結
合
す
る
要
因
と
な
ろ
う
。

そ
も
そ
も
『
天
子
建
州
』
は
、
当
初
か
ら
一
定
の
意
図
に
基
づ

い
て
著
述
さ
れ
た
論
文
で
は
な
く
‘
礼
に
関
す
る
断
片
的
文
章
を

寄
せ
集
め
て
綴
ら
れ
た
雑
築
と
考
え
ら
れ
る
。
『
天
子
建
州
』
を
編

集
し
た
の
は
儒
家
の
可
能
性
が
高
い
が
、
そ
れ
で
は
編
者
は
、
ど

の
よ
う
な
文
献
か
ら
素
材
と
な
る
文
章
を
抽
出
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
『
国
語
』
周
語
上
「
腎
史
教
誨
」
に
対
す
る
靡
昭
注
が
「
掌
陰

陽
天
時
祠
法
之
書
、
以
相
教
誨
者
」
と
記
す
よ
う
に
、
礼
法
と
天

文
・
暦
法
の
双
方
を
管
轄
し
て
天
子
を
訓
戒
す
る
の
は
、
周
王
室

に
直
屈
し
た
替
史
の
職
分
で
あ
っ
た
。
『
天
子
建
州
』
に
は
第
六
章

や
第
七
章
の
よ
う
に
、
周
王
室
の
中
枢
に
身
を
置
い
た
者
で
な
け

れ
ば
知
り
難
い
、
細
か
な
作
法
を
記
す
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
点
か
ら
推
測
す
る
に
、
編
者
は
周
王
室
の
特
史
の
記
録

を
入
手
し
て
、
そ
こ
か
ら
文
章
を
抽
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
素
材
を
提
供
し
た
「
替
史
之
紀
」
（
『
国

語
』
晋
語
四
）
自
体
に
、
す
で
に
礼
法
と
天
文
・
暦
法
双
方
に
関

す
る
記
述
が
並
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
上
述
し
た
礼
と
天
体

を
結
合
す
る
儒
家
の
思
考
も
、
そ
の
淵
源
は
彼
ら
が
依
拠
し
た
「
智

史
之
紀
」
の
類
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
(
n
l
o
)
°
こ
う
し
た
事
情
が

あ
っ
た
た
め
、
編
者
に
と
っ
て
は
、
礼
を
中
心
と
し
た
文
献
の
中

に
天
文
に
関
す
る
記
述
が
混
じ
っ
て
い
て
も
、
何
ら
違
和
感
が
な

く
、
こ
と
さ
ら
に
両
者
の
関
係
を
説
明
す
る
必
要
性
を
感
じ
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
編
集
の
仕
方
自
体
も
乱
雑
で
、
全
体
の
構
成
に
首
尾
一

貰
し
た
整
合
性
は
見
ら
れ
ず
、
章
と
章
の
間
も
前
後
の
繋
が
り
が

説
明
さ
れ
な
い
ま
ま
に
放
骰
さ
れ
て
い
て
、
雑
然
と
し
た
性
格
を

示
し
て
い
る
。
第
四
章
と
第
五
章
の
存
在
が
一
見
奇
異
な
印
象
を

与
え
る
の
も
、
そ
う
し
た
文
献
の
成
り
立
ち
に
由
来
す
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

(
1
)

原
文
は
「
菱
」
で
あ
り
、
釈
文
は
「
践
」
と
す
る
が
、
私
見
に
よ

り
「
剖
」
に
隷
定
し
て
全
部
・
一
切
の
意
に
解
し
た
3

注
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(
2
)
釈
文
は
「
行
身
」
を
「
人
之
性
情
所
行
」
と
す
る
が
、
文
義
が
通

じ
難
い
。
私
見
に
よ
り
、
天
界
を
運
行
す
る
天
体
、
す
な
わ
ち
日
月

の
意
に
解
し
た
。

(
3
)
『
経
法
』
『
十
六
経
』
の
引
用
は
、
陳
鼓
應
『
黄
帝
四
経
今
註
今
訳
』

（
台
湾
商
務
印
苫
館
・
一
九
九
五
年
六
月
）
に
拠
る
が
、
私
見
に
よ

り
欠
損
部
分
に
文
字
を
補
っ
た
箇
所
が
あ
る
3

(
4
)
黄
帝
書
と
『
国
語
』
越
語
下
篇
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
黄

老
道
の
成
立
と
展
開
』
（
創
文
社
・
一
九
九
二
年
十
一
月
）
第
一
部
参

照
。
な
お
五
年
の
周
期
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

一
年
の
長
さ
を
『
尚
翡
』
党
典
の
よ
う
に
三
六
六
日
と
す
れ
ば
、
五

年
間
の
余
日
は
六
十
日
と
な
り
、
一
閏
•
再
閏
と
も
に
大
月
を
挿
入

す
る
と
余
日
は
解
消
し
、
暦
法
上
は
五
年
ご
と
に
日
月
の
運
行
が
完

全
に
合
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
天
節
が
五
年
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、

こ
う
し
た
計
算
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
5
)
黄
帝
書
の
天
道
思
想
に
つ
い
て
は
、
注

(
4
)

の
拙
著
参
照
。

(
6
)
『
天
子
建
州
』
の
文
武
は
君
主
が
併
用
す
べ
き
手
段
と
さ
れ
て
い
る

が
、
上
博
楚
簡
『
魯
邦
大
旱
』
で
は
、
刑
徳
を
上
天
が
君
主
に
降
す

賞
罰
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
儒
家
が
文
武
や
刑
徳

の
概
念
を
自
己
の
思
想
中
に
取
り
込
ん
で
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
道
家
の
文
献
で
あ
る
黄
帝
書
の
文
武
や
刑
徳
は
、
ま

ず
上
天
が
君
主
に
い
ず
れ
を
実
行
す
べ
き
か
を
天
道
を
通
じ
て
指
示

し
、
次
に
そ
れ
を
察
知
し
た
君
主
が
一
方
を
選
択
し
て
実
行
す
る
と

の
二
段
構
え
の
構
造
を
取
る
。
な
お
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
上

博
楚
簡
『
魯
邦
大
旱
』
の
刑
徳
論
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
三
六
号
・

二
0
0
四
年
）
参
照
。

(
7
)

た
だ
し
太
陽
と
月
の
具
体
的
位
骰
関
係
は
明
示
さ
れ
な
い
。
こ
の

点
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
『
鮒
叔
牙
輿
開
朋
之
諌
』
の
災
異
思
想
」
（
湯

桟
邦
弘
編
『
上
博
楚
簡
研
究
』
汲
古
芯
院
・
ニ

0
0
七
年
五
月
）
参

照。

(
8
)

小
沢
賢
二
「
春
秋
の
暦
法
と
戦
国
の
暦
法
ー
『
競
建
内
之
』
に
見

ら
れ
る
日
食
表
現
と
そ
の
史
的
背
漿
」

I
l
.
3
春
秋
時
代
に
お
け
る

東
周
の
暦
法
と
「
北
斗
七
星
」
お
よ
び
「
二
十
八
宿
」
に
つ
い
て
（
『
中

国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
第
四
五
号
・
ニ

0
0
七
年
十
二
月
）
参
照
。

(
9
)
『
大
戴
礼
記
』
礼
三
本
篇
と
ほ
ぼ
同
じ
文
章
は
、
『
荀
子
』
礼
論
篇

の
中
に
も
見
え
る
。
＂

(10)

こ
の
点
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
黄
老
道
の
成
立
と
展
開
』

第
一
部
第
十
二
章
「
笞
史
の
官
と
古
代
天
道
思
想
」
参
照
。
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